
 令和 6 年度 女性学級 学習の足跡 

第 テーマ 講  師 開  催  日  時 
参加者数/会員数 

（出席率） 

９回 高齢者の医療制度について 
 市保健こども部 保険年金課 後期高齢

者医療係 係長 加谷 則久 様 
令和７年 １月２３日（木）10: 0０  ～  1 1 : 15 
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満足度の状況  

満足度    凡 例      回答数   割合  

５ 大いに満足した １名 6.7% 

  １名 6.7% 

４ 満足した ４名 26.6% 

  ２名 13.4% 

３ どちらとも言えない ５名 33.2% 

  １名 6.7% 

２ 少し不満 ０名  

  １名 6.7% 

１ 全く不満 ０名  

 1５ 100％ 
 

参加者からの意見・感想 

 

 

全体満足度 

（3.5 以上） 

53.4% 

 市役所保健こども部保険年金課後期高齢者医療係より、加谷

さんをお招きして、「高齢者の医療制度について」のご講演を

いただきました。 

この制度は山口県後期高齢者医療広域連合と市町が役割分担

して運営されています。医療費は公費(税金)、現役世代の支援

金、被保険者の保険料によって賄われています。被保険者の資

格確認はマイナ保険証や資格確認書、同お知らせで行われま

す。保険料納付関係、医療機関受診の際の医療費一部負担金の

負担割合の条件に伴う変額など、日頃中々詳しく接することの

ない、医療制度の仕組みと私たち個々人の関りが分かり、深く

学ぶことができる講座となりました。 

質疑応答の際に、誕生月と手続き期限の関係について、妻が

夫よりも先に後期高齢年齢に達する場合の負担金割合について

資格証明書の受取について、オーラルフレイル受診の仕方につ

いてなど、多くの質問が続き、講師の丁寧な説明によって、質

問者の皆さんの不安解消と理解ができていました。 

凡例 

50%～ 

40%～ 

30%～ 

20%～ 

10%～ 

0%～ 

 

・ 一番身近で大切なことですが、高齢になると理解力も低下し、自分の頭

に入りません。この冊子を見て勉強します。 

・ 日頃聞けないお話で良い経験になりました。これから先の参考資料にし

たいと思います。 

・ 自分がいつも使っているので、あたりまえに思っていましたが、いろい

ろ意味があることを知りました。 

・ 後期高齢者の一歩先とのことですが、とても参考になりました。でもむ

ずかしいですね。 

・ 少しは分かりました。主人の年金のことがよく分からない？ 

・ もうすぐ後期高齢者になるので大変興味深い話ではありましたが、少々、

なかなかむずかしいですね。理解しがたいことがいっぱい。 

・ 75 才以上になったら、もう一度習いたいです。 

・ 今までゆっくり保険証を見たことなかったので…。気をつけて見ます。 

・ 自分の能力不足で、満足する程の理解が出来なかった。帰って資料をよ

く見てみる。 

 


